


































ことであります。新名君があの厳しい戦時下に中国人労働者を籾身になってかばったことは、大変に勇気がいることであります。勇気なくしてはなしえないことであります。とはいえ身近 中国人 ちの窮状を見て 新名君と同様の心情に駆られるのは東亜同文書院に学んだ者共通のことではないで ょう 。戦後、日中友好という一言葉が生まれました。しかし東亜同文書院の教育や伝統はそれ 同じレベルではな



























































































日4id］文」f院，，I.!念骨i VOL. 15 
受託の挨拶をする成瀬氏
私が感銘を受けたのは、成瀬さんが単に膨大な資料を整理し目録化しただけではなく、東亜同文書院の
士心、
つまり書院の建学の精神が愛知大学に受け継がれ一二世紀に向かって発展しつつあることを実証的に確
かめるという明確な目的意識を持って作業を続け成し遂げられたことであります。これは誠に有意義な作業であり、
その業績は高く評価されるべきものと考えます。
この目録は、これからの東亜同文書院についての内外の研究者にとって大きな武器となり、研究の進展に
大きく寄与するであろうことは疑いありません。成瀬さよ子さんに対し本日東亜同文書院奨励賞を贈っ いただけたことを大変嬉しく感じる次第であります。成瀬さん、
どうか今後ともお元気でご研鎖を続けて下さい。
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